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第6回化石研究会学術講演会抄録

1．北海道・サハリンから産出したセイウチ属化石に

ついて

木村方一（北教大札幌・地学）

RepenningandTedford. (1977)によると，アシカ

上科の中のセイウチ科(Odobenidae)の発生は，中新

世前期に太平洋で分化したエナリアルクトス科が，時

代とともに，セイウチ科のjV@0"2"z"","z“ひ"'",

A勿碓z的と進化し，後期中新世にパナマ海峡を通って

大西洋にはいり，乃汐70S"Z"γ〃sとして大西洋の両岸に

生息するようになった。

その中から，上顎犬歯を細長く，牙状に発達させ，

切歯および大臼歯を減少させていったグループ

M6972zfsと呼んだ。0."z"JEyiは分化して0. 710s

"”77侭となり，北極海へと生息域を広げるようになっ

た。

0. 7Ds加α沌循がベーリング海峡を通って北太平洋に

もどったのは，中期更新世の60万年前であるとしてい

る(Repenningeta1., 1979)。

1987年10月，北海道沼田町で，セイウチ化石が発見

されたのを機会に，北海道およびサハリンで産出した

OdO6g72zfsの産出層準を検討した。木村ほか(1983)に

よる野幌丘陵産の下顎骨の産出層（下野幌層）は，前

期更新世の後半であり,Repenningらによる60万年前

とは若干の違いを示していた。

サハリン州テルペニア湾産の頭蓋骨は，海底から引

きあげられたものであるが，硬質の泥岩に包含されて

おり，その母岩中の珪藻化石の分析結果はDg""c""‐

siSse"z""が優先種であり，鮮新世後期を示している

（瑳峨山，未公表)。

1987年発見の沼田町の標本は，太い犬歯と臼歯2個，

指骨1個からなり，犬歯の大きさを現生標本に比較し

た結果，雄である。この標本の産出層は，幌加尾白利

加層で, 500±0.2Ma (Ft年代）を示す軽石層（木

村ほか, 1987)より下位にあたる下部鮮新統から産出

したものである。このことは，佐々・岡崎（1967）に

よる道東の浦幌で産出したOcib6g"zfsの犬歯の産出層

は， 白糖層中部で，時代は鮮新世とする報告を支持す

るものである。

以上，北海道・サハリンから産出した一連の

Q"be"z編の標本は,Repenninget al. (1979)の論

理と矛盾するものである。パナマ地峡が，鮮新世前期

に閉じたとする論を認めるならば，犬歯を長大化した

O"62"2鱈は太平洋の中で独自に発生したグループ°の

あることを示唆するものである。

〔質疑〕

真野勝友(筑波大） ：セイウチ属の系列で牙が短いタイ

プから長いタイプになるというが，それはどのような

意味をもつのか。食性の変化など生態的変化と関連す

るものか。

木村：現生のセイウチの長い牙の使い方は，雄セイウ

チの順位づけの要素，ディスプレイ，氷をわるピッケ

ル，武器， 「牙で貝をかき集め，臼歯でかみくだいて，

中身を食べ,殻を吐きだす｣と考えられてきたが,Fred

Bruemmer(1977)によると，最近は，強力かつ柔軟な

唇で，水管や足から吸い出して食べる， と説明されて

いる。

犬歯の長大化とあわせて，切歯と大臼歯の減少化が

見られ，上顎では切歯の臼歯化，下顎では犬歯の臼歯

化が進み，同形歯化している。それらの意味について

は今後の課題であろう。

犬塚則久（東大） ：鰭脚類の臼歯は一般に小臼歯･大臼

歯の区別をつけないが，セイウチの臼歯をすべて小臼

歯としている根拠は何か。また，同形歯化している切

歯と臼歯はどこで区別したのか。

木村:Fay(1982)の中の資料と7個体の現生標本の観

察に基づいている。

2．軟質類チョウザメの耳石の組織構造について

高橋正志（日歯大・新潟・口腔解剖）

真骨上目の耳石は脊椎動物の中では特殊な組織構造

を示すので， この起源をさぐるために，条鰭亜綱の中

では最も原始的だといわれる軟質上目の耳石の組織構

造について検討した。

扁平石と星状耳石を剖出後，水洗し，表面と割断面

および005"HClで45秒間腐蝕した研磨面に白金蒸

着を施して走査電顕で観察した。

扁平石および星状耳石の表面には，直径1～10"m

の多数の粒子が存在した。粒子の形には変異がみられ，

六角板形，卵形，赤血球形などがみられた。粒子力ざ固

形の充填物で埋められている場合もあった。

星状耳石の割断面では，最表層では埋め込まれた粒
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をさしていると思う。この固形物質の中には当然有機

物（オトリンなど）が含まれていると考えている。耳

石芽細胞によって形成された粒子と有機物によって耳

石が形成されるが，耳石の固化には細胞による「吸

収？」が関係している， と考える。

真野：チョウザメの耳石の場合，成長線がみられるの

は表面でなく，やや内部からという。また，その原因

は二次石灰化という。成長線のみられる部分とみられ

ない部分とでは微細構造で何か違いが見られるか。

高橋：結晶配列が異なる。

真野：真骨魚の耳石と比べて，成長線にはどのような

違いがあるか。

高橋；成因的に同一でない可能性がある。

3． 日本の古生界からの化石魚類群の発見

後藤仁敏(鶴見大・歯・解剖）
演者力:15年前に,日本産化石軟骨魚類を総括した(後

藤1972）時には，古生界の化石魚類はYabe(1903)

による群馬県東村花輪の八木原石灰岩(ペルム紀中期）

産のH'此”加泥6esso"oz"jの正中歯列の1標本のみ

であった。

資料はその後の10年間につぎつぎと増加し，後藤・

久家（1982）による再総括ではつぎの5標本が追加さ

れた。後藤（1975）による栃木県葛生町の鍋山層（ペ

ルム紀中期）産の魚類の歯，上野ほか（1979口発）に

よる宮城県登米町の登米統（ペルム紀後期）産の

趣"αzWpod"ssp.の歯列，村田・上野(1979口発）に

よる岐阜県大垣市赤坂町の赤坂石灰岩(ペルム紀中期）

産のjV"pe"ﾉodzIssp.の歯，荒木(1980) ･後藤(1984)

による宮城県気仙沼市上八瀬の叶倉統(ペルム紀中期）

産の"2"C""0"sp.の正中歯列，後藤(1984)による

栃木県葛生町の鍋山層(ペルム紀中期)産の匙"jO"2fs

Sp.の歯である。

そして，その後さらに資料が増え，現在ではつぎの

6標本を加え，総計11標本となっている。大倉正敏氏

による赤坂石灰岩からの℃"dO"zfs"sp.の歯2標本の

発見,吉井勇二氏による霊仙山石灰岩(ペルム紀前～中

期）からの帆？sgγ”わ‘"s〃sp.の歯の発見，小川浩氏

による．赤坂石灰岩からのコクリオダス類の歯板と

姥加d"ssp・の皮歯の発見,大倉正敏氏による福地累層

（デボン紀前期）からの板皮類の鰊胸類(Acanthoth-

oraci)の皮甲の発見である。

これらを総括すると， 日本の古生界からは板皮類の

鰊胸類1種，軟骨魚類の板鰡類2種（(℃"伽〔"S"Sp.

A,B.),エデスタス類3種(Hと""'加押6esso"oz()i,

". sp.,H'"“"ゆ0""s sp,),ペタロダス類3種

（屍"ん"ssp., ､NeOpgな〃”s〃sp.， 蝋？艶γWz/0敗紺〃

sp.), コクリオダス類1種，正体不明の皮歯1種

（馳加伽熔Sp.）の11種が産出している。

子の輪郭が明瞭に現われたが，それよりも深層ではほ

ぼ均一な構造を示し，粒子の輪郭はみとめられなかっ

た。扁平石の割断面では，最表層では埋め込まれた粒

子の輪郭はみとめられるが，不明瞭であった。深層で

は，太さ1～3脾mの梁状の溝造を示すようになる。

扁平石の研磨面では，最表層では直径1～10"mの

不定形の粒子が凝集したような構造を示すが，それよ

りも深層では粒子の輪郭がみとめられないようになり，

1浬、前後の間隔の成長線が明瞭になる。

以上の所見から，チョウザメの耳石の石灰化におい

ては，最初石灰質粒子が形成され， これが固形の充填

物によって埋め込まれるが，次に結晶や有機基質力r再

配列されて，粒子の輪郭が消失し，成長線の構造が明

瞭になる， と考えられる。従って，チョウザメの耳石

は，石灰質粒子の凝集によって形成される無顎類の耳

石と，同心円状に周期的に結晶と有機基質が積層して

形成される真骨類の耳石の中間的な石灰化様式を示す

ものと考えられる。

〔質疑〕

三島弘幸（日本大） ：試料の処理について質問したい。

試料は固定しているのか。

高橋：固定していない。

三島：研磨標本はどのような処理をしているのか。

高橋: 10%NaOClで30分間処理後,0.05NHClで45秒

間腐食した。

三島：割断標本の処理はどのようにしたか。

高橋: 10%NaOClで30分間処理した。

佐俣哲郎(麻布大） ：耳石表面をSEMで観察した像で

石灰質粒子と膜状組織がみられ， この膜状組織を演者

は細胞であるとした。また，細胞で囲まれた腔所を埋

めて存在する液状組織中で耳石が形成されるとした。

この場合，細胞一液状組織一耳石の相互関係はどうな

っているのか。

高橋：形成された耳石の全表面を耳石芽細胞層がとり

まいており，耳石の表面と耳石芽細胞層の間に液状物

質があり， この中に耳石芽細胞によって形成された粒

子が浮いている， と考えている。

佐俣：細胞が直接，耳石の石灰化に関与しているのか。

高橋：そう考えている。

佐俣: SEM像で見られる膜状組織は，何らかの処理

によってサンう°ル表面が脱灰され，石灰化組織中にあ

る有機基質が露出している可能性はないだろうか。も

しそうだとすると，耳石の石灰化には細胞が直接関与

しているのではなく，細胞から放出された有機物から

形成された有機基質が重要な役割を果している可能性

が考えられる。

高橋：質問中の「膜状組織」は波者のいう「細胞層」

ではなく，耳石の表層の粒子の間を埋める｢固形物質」
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〔質疑〕

高橋正志： 日本の古生界から硬骨魚類の化石も発見さ

れているか？

後藤：私の知る限りではまだ発見されていないようで

ある。

真野勝友：魚類化石に共産する化石にはどんなものが

あるか？

後藤：鍋山層ではRz7z"s'"""αなどの紡錘虫，海百合

類， コノドントなどと共産し，叶倉統では腹足類，頭

足類，腕足類，海百合類などと共産する。赤坂石灰岩

ではRz'"熔"恥αなどの紡錘虫，海百合類，サンゴ類

などと共産するが，魚類化石は1箇所に密集して産出

する。福地累層では周りe"鱈Bedから板皮類が産出し

ている。

4.Bghewzo/Qpsの歯の構造

小沢幸重（日本大・松戸歯）

犬塚（1987,松井愈教授記念論文集）によって"-

〃eﾌ冗!0/"ssp.とされた足寄第2標本(M2)の歯の組織

をDes"20s"ﾉ"sと比較した。

1．エナメル質，象牙質ともに成長線が明瞭に認めら

れた。

2．鉄などの沈着はほとんど認められない。

3． シュレーケル条紋は，咬頭に凸弩しつつエナメル

質表面にむかって走行する。Des"os"/"sや

Palaeoparadoxiaの如くS字状のカーブを描きつつ

規則的に配列するものとは異る。

4． シュレーケル条紋を構成するエナメル小柱の数は，

歯冠中腹のエナメル質中層部位で，横断帯10～10数本

であI),Des""sty"やRz"g""7tzdnxilzより少ない。

5．エナメル小柱は，直径3～4〃mの楕円形で小柱

間エナメル質を挾んで平行に配列する。しかし，エナ

メル質表面に平行な面(tangential)では， シュレーケ

ル条紋の両帯とも平行配列だが，両帯の境界では直径

5メJmの円形エナメル小柱が交互に配列する。すなわ

ち，エナメル小柱の配列は、DeswfostyIzfsと似る。Des-

"osty"鱈ではより小型のエナメル小柱が歯の三軸断

面において平行に配列しておi),馳膨""/Opsより，よ

り特殊化が進んでいる。

6．象牙細管はややカーブを描きながらも，ほぼエナ

メル質へむかって直送する。また，管周象牙質の発達

はない。この点は,Des"2ost)'"fsと類似する。

7．象牙質内に石灰化条（1日1本の成長線）が認め

られた。

以上の事実は,Bghg"20j0psの歯の構造は,Des""-

s""zsと異なるが，先祖的構造としては許容の範囲に

あることを示している。咬合面の咀噛痕や成長線の問

題は，今後更に追求したい。

〔質疑〕

笹川一郎(日歯大） ：哺乳類のエナメル質において，エ

ナメル質の厚さが増すとエナメル小柱の径が小さくな

りかつ並行配列が著しくなるという傾向が一般的にあ

るのか。

小沢：ない。但し有蹄類の一般的構造としては，ウマ，

ウシ，ブタなどを．中心に観察されるが，原始的といわ

れる現生のバクでは，その特徴があまり明確ではない。

間島信男（栗橋高) :B2"e"20"sの組織は古い有蹄類

では何に一番似ているか。

小沢：進化の程度としてはウマ類の〃'so""zfsに類

似点が多いが，むしろD2s"osiy"sに共通点が多い。

間島：〃bg""2"2""や〃""Zy娩鰯加加に比べるとど

うか。

小沢：〃0""〃gｶ"〃はE"〃asやヒトなどの組織と

類似性を示す。〃酸ZXyj""'""〃は海牛類に類似性があ

り， シュレーケル条紋の発達がほとんどない。Be-

〃"""'sはシュレーケル条紋が著しく発達し,直径3

浬mのエナメル小柱が並行に配列し，完全に有蹄類特

有のものとなっていて，上記2種と著しい違いを示し

ている。

5．数種哺乳類の根分岐部象牙質にみられる特殊な組

織構造について

沢村寛（鶴見大・歯・解剖）

哺乳類の歯の髄周象牙質では球状石灰化が進行する

のが特徴であるとされているが，根分岐部（髄室床お

よび分岐根の内側部）の髄周象牙質に新しい型の石灰

化様式が見つかった。

基質線維束は形成面に平行に，かつ，互いに平行に

配列し髄室床の中心から根尖にむかって走行する。石

灰化面には，基質線維に直行する稜(幅10～20"m)が

現れる。個々の稜の稜線から象牙セメント境にむかっ

て薄い板状の構造があり，周辺にくらべて高い石灰化

をしめす。

分岐根をふくむ縦断面では，石灰化前線は鋸歯状を

呈し,板状構造は幅1浬mの線条となる｡線条は,CMR

で高石灰化をしめすが，脱灰HE染色ではヘマトキシ

リンに染まらない。テI､ラサイクリンのラベリング線

によると，石灰化は，稜が連続的に歯髄側に成長する

ことによって進行することが示される。

X線回折によると，結晶は基質線維方向のものと象

牙前質表面に垂直のものの2種類がある。後者は基質

線維にも垂直で，板状構造の中にあると考えられる。

球状石灰化においては，従来から，基質線維にそっ

て形成される結晶と球の中心から表面に向かう放射状

の結晶の2種類が知られている。放射状の結晶および

その集合体としての球は，基質線維のあいだの空間が

特定の方向性をもたないことによI)可能となる， と考

えられる。本例では，基質線維にそわない結晶は線維
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に直交し，象牙前質に向かって成長する板状構造を作

って集合する。

髄周象牙質の石灰化においては，線維にそって

heterogeneousに形成される結晶と線維にそわないで

homogeneousに形成される結晶との2種類が併存す

る。後者によって石灰化様式が決まるが，様式を規定

する条件は基質線維の配列様式であると考えられる。

小沢幸重（日大） ：発生的にはどこからできてくるか。

沢村：根分岐部は髄下葉とよばれる周辺からは独立し

た象牙質から形成が始まるが，問題の構造を有する象

牙質はずっと内層のもので，髄下葉とは直接関係しな

い。立体的な形が問題なのではないか。

三島：教科書にある，板状石灰化などの様式との関係

はどうか。

沢村：板状石灰化という呼び方は，石灰化面が平らで

ある現象だけをいったもので本質的ないいかたではな

い。基質線維や結晶の配向などを再検討しなければな

らない。

笹川：問題の部位の象牙細管の走向はどうか。

沢村：根分岐部の中心から放射方向に向かう傾向があ

る。板状構造は象牙前質の垂直であるので，両者は一

般に斜交する。

6．炭素の地球化学的サイクルからみた顕生代の地史

秋山雅彦（北大・理・地鉱）

顕生代における堆積物生成の変遷史を見るため，

A.Ronov(1982)の資料をもとにして，地質年代区分

ごとに単位時間（100万年）における生成量を次の3つ

の項目について検討した。

(ｲ）堆積物の全量（ﾛ） 火砕岩の量い炭酸塩岩の

炭素量（二）有機炭素量

その結果，上記4つの量の時代的な変遷は，互いに

類似していることが分かった。例えば，堆積速度の大

きなデボン紀中期には火成活動が激しく，炭酸塩岩の

生成量と有機物の堆積量は大きかったことがそれであ

◆本の紹介◆◆

る。

顕生代における炭酸塩岩と有機物の炭素量は61

36×10219となり， この値を大気中の二酸化炭素の分

圧に換算すると, 30気圧にもなることを示した。地球

化学的サイクルから考察すると， この炭素量は大気中

の二酸化炭素に由来することになる。そこで，その二

酸化炭素の起源について考察をすすめ， 3つの可能性

を指摘した。

(,f) Case I 炭酸塩岩は河川水によって溶解をうけ，

海洋に運ばれるというリサイクルによる。

(ﾛ) Casellサブダクションによってマントルに運

びこまれ，ふたたび火山の噴出によって脱ガスされる

というリサイクルによる。

() Caselll 断続脱ガスによって初生的な二酸化炭

素が顕生代を通じて供給されたことによる。

上記3つの可能性のうち, caseIは炭素の同位体組

成の検討から否定され,CaseIIと1I1が今後の検討課題

となる。

〔質疑〕

真野：先カンブリア時代から現在まで大気中のCO,

量はどのような変化をしてきたのか。従来の考えでは

初期に大量のCO2があったことになっているが，どう

か。

秋山：カタストロフ初期脱ガス説によると，地球生成

後の5億年以内に，少なくとも85％以上の二酸化炭素

が脱ガスされたという。しかし，始生代の堆積岩中に

は炭酸塩岩がきわめて少ないこと，海水量も少なかっ

たと考えざるをえないことなどの理由から， カタスト

ロフ初期脱ガス説にかわって，私は断続脱ガス説を提

唱している。私の仮説では原生代に入ってから二酸化

炭素の脱ガスが増大し，大気中に増加してきた二酸化

炭素はその都度，炭酸塩岩としてとり除かれてきた，

と考えている。

オノミーと考古学の見地からマンモス狩りの問題を掘

')下げた論文集である。目次と執筆者は以下のとお

り ；第1章ColbyMammothSiteの位置と歴史，第

2章ColbySite産のマンモスの骨のタフォノミック

な研究，第3章人類の加工品，マンモスの調達法およ

UfColbySiteから見た更新世の絶滅，第4章アフリカ

ゾウを解体した見地から見たマンモス狩りとその屠殺，

第5章要約と結論(以上G.C.FRIsoN),付録lColby

Siteの地質と土壌(JALBANESE),付録2, その1,

北米のマンモスの分類，その2,Colby Site産の

""7邦”"〃"s“/"”〃の歯列と舌骨の記載(R.

GRAHAM),付録3ColbyMammothSite産の後期

更新世哺乳動物群(D.N.WALKERandG.C

TheColbyMammothSite Taphonomy

andArchaeologyofaCIoviskill inNorthen

Wyoming.

G.C.FRIsoNandL.C.ToDD(1986)

UniversityofNewMexicoPress, 238pp.

ColbyMommothSiteは北米ワイオミング州北部

にある約11,000年前の古インデイアンの遺跡であり，

いわゆるキル・サイトである。ここで狩猟対象となっ

たのは， コロンブスマンモス（〃tz"z"""〃"SCOﾉz""〃）

である。

本書は発掘報告書ではなく，副題の示すようにダフ
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